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図
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森村謙一

本
書
の
成
立
事
情
と
内
容
構
成

本
書
は
、
基
本
的
に
は
山
口
大
学
教
育
学
部
在
職
中
、

一
九

九
七
年
に
四
七
歳
で
急
逝
さ
れ
た
故
小
林
清
市
氏
の
遺
稿
集
で

あ
る
。
本
書

「序
」
(山
田
慶
児

・
京
都
大
学
名
誉
教
授
)、
お

よ
び

「解
説
」
、
「あ
と
が
き
」
(共
に
武
田
時
昌

・
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
教
授
)
で
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

生
前
に
加
わ
り
活
動
し
て
い
た
中
国
科
学
技
術
史
関
係
の
共
同

研
究
に
関
連
す
る
も
の
を
含
め
、
同
氏
が
遺
し
た
論
文
や
未
発

表
草
稿
に
つ
い
て
、
同
氏
と
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
中
国
哲

学
史
専
攻
同
門
の
方
々
を
中
心
に
検
討
が
な
さ
れ
、
武
田
教
授

お
よ
び
木
島
史
雄
愛
知
大
学
助
教
授
が
主
と
な
っ
て
編
集
さ
れ

た
。

序
-
山
田
慶
児

第
1
部

『南
方
草
木
状
』
の
研
究

南
方
草
木
状
巻
上
並
び
に
序

(訳
注
)/
南
方
草
木
状
巻
中

(訳
注
)/
南
方
草
木
状
巻
下

(訳
注
)
/

『南
方
草
木
状
』

(影
印
版
)/

『南
方
草
木
状
』
解
題
-
桜
井
謙
介

(塩
野
義

製
薬
研
究
所
研
究
員
)/

『本
草
綱
目
』
の
記
載
方
法
に
関

す
る

一
試
論

第
2
部

『斉
民
要
術
』
の
世
界

『斉
民
要
術
』
に
お
け
る
五
穀
と
五
木
/
『斉
民
要
術
』
に
み

る
醸
造
の
呪
術
/
『斉
民
要
術
』
の
求
め
た
味
/

『斉
民
要
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術
』
の
な
か
の
家
畜
の
病

第
3
部

中
国
博
物
学
縦
覧

陸
疏
の
素
描
/
虎
豹
を
食
う
怪
樹
の
話
/
清

朝
考
証
学
派
の
博
物
学
1

『爾
雅
』
釈
草
篇

注
を
手
掛

り
に
ー
/
経
学
者

の
昆
虫
観

ー

「螺
繍
」
の
生
態
を
手
掛
り
に
し
て
ー
/

魏

・
晋
時
代
の
蝉
-
美
化
さ
れ
た
背
景
を
探

る
ー
/
中
国
古
代
の
昆
虫
観
1

「蛾
」
を
手

掛
り
に
ー
/
雁
の
四
徳
に
つ
い
て

解
説
-
武
田
時
昌

小
林
清
市
略
歴
お
よ
び
研
究
業
績
目
録

あ
と
が
き
1
武
田
時
昌

二

本
書
の
内
容

目
次
に
従

っ
て
総
覧
し
内
容
を
紹
介
す
る
過

程
で
、
論
評
も
併
せ
て
試
み
る
。

第
1
部

『南
方
草
木
状
』
の
研
究

1

『南
方
草
木
状
』
全
文
訳
注

西
晋
末

(西
暦
四
世
紀
始
め
頃
)
裏
陽
太
守
・

稽
含
の
編
と
す
る
当
植
物
書
の
全
文
訳
注
が
、

底
本
と
し
た
宋

・
左
圭
輯

『百
川
学
海
』
所
収

の
原
文

・
影
印
版
と
併
せ
収
め
ら
れ
て
い
る
。

当
業
績
は
、
山
田
慶
児
教
授
が
人
文
研
在
職
当

時
か
ら
日
文
研
に
移
っ
た
後
ま
で
主
宰
さ
れ
た

共

同
研
究

で
、
会

読

の
テ

キ

ス
ト

の

一
つ
と
し

て
こ

の
書

を

選
定

さ

れ
た
時

期

に
、
小

林
氏

が

そ

の
会
読

の
纏

め
と
整

理
を
担

当

さ

れ
、
訳

注

完
成

の
努

力

を

さ
れ
た
成

果

で
あ

る
。

A
.
各

版

本

の
比
較
検

討

、
文
章

校

勘
、

引

用
文

・
引

用
句

の
出
典
確

認

、
原
文

に
対

す

る

注
釈

の
検

討

文

章
処

理
面

に
は
全

く
問
題

は
な

い
。
正

し

く
古

典
訓

古

学

・
古

典

注
釈
学

の
方

法

に
則

り

厳
密

に
為

さ

れ

て

い
て
、
結

果

の
訳
注
文

は
完

壁

で
あ

る
。

B
.
各

植
物

の
同
定

そ

の
正

誤

に

つ
い
て
は
、
原

著

『
南

方
草
木

状
』
自

体

が
持

つ
基

礎
的

情
報

の
限
度

に

よ
る

制
約

が

あ

る

の
で
、
以
下

ま
ず

『
南

方
草

木
状

』

自
体

に

つ
い

て
、
特

徴

・
問
題

点
、

お
よ
び

こ

の
際

の
注

意
点

・
自

然
科

学
書

と

し

て
扱

う
際

の
限

度

を
改

め

て
説

明

す

る
。

〈
『南

方
草

木

状
』

の
特
徴

・
問

題
点

、

お

よ
び

こ

の
際

の
注
意

点

〉

イ

.
最

も
著

し

い
特

徴

・
独

自

の
価

値

は
、

「南
方

草

木
」

を
記

述

し

て
い
る
点

で
あ

っ
て
、

こ

の
書

に

は
実

際

に

は
北

方
系

の
種

類

も
少

し

混

っ
て
は

い
る
が
、

伝
承

の
と
お

り
四
世

紀
初

め
と
す
る
と
、
そ
の
時
代
に
、
植
物
と
は
限
ら

ず
お
よ
そ
地
域
物
産

で
大
部
分

「南
方
も
の
」

を
選
ん
だ
構
成
は
希
有
で
あ
り
、
こ
う
し
た
構

成
は
か
な
り
後
の
時
代
で
も
多
く
は
な
い
。

ロ
.
『南
方
草
木
状
』
の
編
者
は
従
来
、
標
記

の
と
お
り
西
晋
末

・
稽
含
と
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
真
疑
は
以
前
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

実
は
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
の
う
ち
の

一
篇
は
、
『南
方
草
木
状
』
を
高
く
評
価
し

『南

方
草
木
状
』
の
記
載
を
多
く
採
り
入
れ
た
後
世

の
或
る
本
草
書
に
対
す
る
、
該
当
部
分
の
網
羅

的
な
文
献
考
証
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
鋭
く

切
り
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
当
書
評
で
は
、
小

林
氏
の
論
考
か
ら
離
れ
て
編
者
稽
含
真
偽
問
題

を
論
ず
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
編
者
稽
含
真
偽

問
題
を
別
に
し
て
、

一
般
に
植
物
等

・
具
体
物

を
記
述
し
て
い
る
古
典
文
献
を
、
科
学
史
研
究

資
料
と
し
て
観
る
場
合

の
注
意
点
、
す
な
わ
ち

そ
の
時
代
の
自
然
科
学

の
水
準
を
示
す
歴
史
上

の
書
と
し
て
検
討
す
る
際
の
注
意
点
を
基
に
、

『南
方
草
木
状
』
自
体
が
持
つ
、
基
礎
的
情
報
の

限
度
を
以
下
に
指
摘
し
て
お
く
。

ハ
.
全
体
の
編
集
者
と
は
別
の
者
が
、
個
々

の
植
物
を
観
て
記
述
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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従

っ
て
、
実

際

に
記
述

し

た
者

が

、

そ

れ
ら

の
植
物

が
自
生

あ

る

い
は
栽
培

さ

れ

て

い
る
地

域

で
、

ど
れ

ほ
ど
確

か

に
実
見

し

た

上

で
記
述

し
た

か
、

そ

の
判
定

が
重

要

で
あ

る
。

『晋
書

』
葛

洪

(道

家

の
立

場

で
神

仙

術
、
政

治
、

道
徳

を

説

い
た

『抱

朴

子

』

を
著

し
た

)

の
伝

で
は
、
稽

含

が
南
方

、
広

州

に
赴
任

し

て

い
た
と
あ

る
が
、

同
じ

『
晋
書

』

の
稽
含

(本

人
)
伝

で
は
、
稽

含

は
河
南

の
人

、
長

じ
た
後

、

は
じ
め

て
広

州

へ
赴

任

す

る
前

に
死

去

(殺
害

さ

れ
た
)

と
あ
り

、
ま

た
他

の
記

載

で
も
異
説

あ

っ
て
、
要

す

る
に
史
書

類

で
の
稽

含

の
消
息

は
錯
綜

し

て
い
る
と

い
う
。

し

か
し

そ

の
こ
と

は
決
定
的

な
要
素

で
は
な

く
、
稽

含

と

限
定

せ

ず

広
州

と
限
定

せ
ず
、

さ

ら

に
編

集

者

の
み
に

限

定

せ
ず

、
実
際

に
記

述

し
た
者

が
、
実

物

を

ど
れ

ほ
ど
よ

く
観

て
描

い
た
か

の
判

定

が
最
重

要

で
あ
る
。

原
文

植
物
記

載

の
部

分
部

分

が
、

分

類
、

形

態
、

生
態
、
生

理
等

、
植
物

学

上

の
色

々

な
面

で
、

該
当
実
物

と

さ
れ

る
植
物

に
そ

れ
ぞ

れ
ど

れ

ほ
ど
当

て
は
ま

る
か
、

綿
密

な
検

討

が

必
要

で
あ
る
。

二
.
図

は
な

い
。

具
象

物

を
論

じ

て
、
文

章

記
述

を
補

う
説

明
的

な
図
を
欠

く
と

い
う

の
は
、

論

じ

て
い
る
対
象

の
把

握

理
解

に
非
常

な

困
難

を
伴

う

が
、
『南

方

草
木

状
』
に

つ
い
て
は

「図

が
描

か
れ
添

え

ら
れ

た
」

と

の
記

録

も
な

い
。

ち
な

み

に
古

い
本

草
書

で
も
図

は
な

い
。

ホ
.
小
規

模

の
書

で
あ

る
。

上
記

原
文

影
印

版
全

体

が
本

書
内

で
三
〇
頁

に
収

ま

る
。

採

り
挙
げ

て
い
る
植

物

の
数

は
八

〇
種

ほ
ど
。

各
種

類

・
別

名

、
産
地

、

大
小

、
形

状
、

有
用

性
、

等

に

つ
い
て

お
お
む

ね
漏

れ
な

く
言

及

し

て

い
る

が
全

体

に

さ
ら
り

と
述

べ
て

い
る
。
古

代

の
記
載

と
し

て
は
客

観

的

で

は
あ

る
が
、
後

の
時

代

の
本

草
書

で

の
記

載

レ

ベ
ル
と
比

較
す

る
と
物
足

り
な

い
感

は
あ

る
。

本
論

・
全
文
訳
注
の
植
物
同
定
に
戻
っ
て
、

な
お
問
題
点
を
挙
げ
る
。

近
年

『南
方
草
木
状
』
の
研
究
は
急
速
に
進

ん
で
い
る
。
全
文
訳
注
の
植
物
同
定
の
た
め
に

主
に
参
照

・
引
用
さ
れ
た
植
物
文
献
の
一
つ
、

呉
徳
鄭

『詮
釈
我
国
最
早
的
植
物
志
-
南
方
草

木
状
』
(『植
物
学
報
』
第
七
巻
第

一
期
、

一
九

五
八
年
、
所
収
)
は
、
発
表
さ
れ
た
時
は
確
か

に
優
れ
た
先
進
性
を
持
っ
て
い
た
が
、
全
文
訳

注

が
進

行

し

て

い
た
時

点

(早

く
と

も

一
九

八

〇

年
代

末
)

に
は
、

さ
ら

に
新

し

い
考
究

が
発

表

さ

れ

て

い
た

の
で
は
な

か
ろ

う
か
。

ま

た
お

よ
そ
植

物

で

は
分

類
学

的

に
同
種

に
判

定

さ
れ

て
も
、

生
息

地
域

の
違

い
に
よ

る
形
態

的
、

生

態

的
、

生

理
的
差

異

が

か
な
り
著

し

い
。

言

い

換

え

る
と

、
分
類

学

上

の

「種

」
範
疇

は
意

外

に
大

き
な

ま
と

ま
り

で
、
中

国

と

日
本

・
地

域

の
違

い
で
同
種

で
も
歴
然

と
判
別

で
き
る

ほ
ど
、

見
掛

け

の
様

子

が
異

な

る
場
合

が
多

い
。

ま

し

て

『南

方
草

木

状
』

は
広

い
中

国

の
最
南

辺

の

植
物

を

記

述

し

て

い

る

の
だ

か
ら

、

同
定

は

、

現
地

で
実

物

を

つ
ぶ
さ

に
検
討

し

て
著

わ
さ

れ

た
植
物

文

献

を
最
優

先

に
探
索

し

て
参
照

す

る

こ
と
が
望

ま

し

い
。

C
.
挿

図

に

つ
い
て

今

回
刊

行

に
際

し

て
、
全
文

訳

注

の
各

植
物

全

て

に
挿

図

が
付

さ

れ

て

い
る
。

本

書
第

-
部

『
南
方

草
木

状
』

の
研

究

の
タ

イ
ト

ル
頁

の
次
頁
ー

「凡

例
」
で
、
「底
本

に

は
図
は
な
い
が
、
適
宜
、
上
海
市
歴
史
文
献
図

書
館
藏

『南
方
草
木
状
図
』
か
ら
当
該
草
木
の

図
を
補
い
、
参
考
に
供
し
た
」、
同
じ
本
書

二

〇
頁

「附
記
」
に
は

「挿
図
は
上
海
市
歴
史
文
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献

図
書
館

欠
名

絵

『南

方
草

木

状
図
』

に
よ

っ

た
。
こ

の
植
物

図

は
必
ず

し

も
正

確

で
は
な

い
」

と
あ

る
。

そ

れ
ら

の
各

図

か
ら

は

い
ず

れ
も
芸

術
的

で

高

雅

な
印

象

は
受

け

る
が

、

困

っ
た

こ
と

に
、

上

記

「
附
記
」

で
認

め

て

い
る
よ
う

に

「正

確

で
は
な

い
」
箇

所
、

植
物

の
種

類
と

し

て
誤

っ

た

も

の
を
描

い
て

い
る
分

が
あ

る
。
誤

り

を
指

摘

す

る

こ
と

が
書
評

で
は

な

い
が
、

そ

の

一
例

を

挙
げ

る
。

二
八

ー
二
九

頁

「乞
力

伽

」
解

説
文

は

「市

(
オ
ケ

ラ
)
の
こ
と

で
あ

る
」
と
し
、
学

名

も
オ

ケ

ラ

の
そ
れ

を
充

て
、
『本

経

(神

農
本

草
経

集

注

)
』
を

は
じ

め
、
歴

代

の
代

表

的
本
草

書

か
ら

注
釈

句
を

引
用

し

て
、
文

面

で
は
何

ら
問
題

は

な

い
。

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
図

は

オ
ケ

ラ
で

は

な

い
。
図

の
地

上
部

、

こ
と

に
花

の
様

子

が
オ

ケ

ラ
と

は
全

く

異
な

る
。

2

「『
本
草

綱

目
』

の
記

載
方

法

に
関

す

る

一

試

論
」

当
論

は
、

題

目
か

ら

は

『
南

方
草
木

状
』

と

は
関

連

が
薄

い
よ

う

で

、

実

は

『
本

草
綱

目

』

で
の

『
南
方

草
木

状
』

の

取
扱

方
と

そ

の
帰

結

を
浴

々
と
論

じ

た
も

の

で

あ

る
。
従

っ
て
、

第

一
部

に
入

れ
ら

れ

て
当
然

で
あ

る

一
方
、

お
よ

そ
小
林

氏

の
研
究

全
般

に
通

じ
る
方

法
論

を
如

実

に
示

し

て

い
る
点

で
、

同
氏

の
他
論

文

の
ど

れ
に
も

通

じ

る
と

こ
ろ
が

あ

る
。

読

み
入

る
と

「
は
じ
め

に
」

の
後
、

直

ち

に

「
1

『南

方

草

木

状

』

に

つ
い

て
」

と

あ

り
、

ご

く
短

い

「
一

構
成

」

の
後

「
二

偽
書

の

疑

い
」

「
『
南
方

草
木

状

』
が
後
世

の
偽

書

で
あ

る

こ
と

に

つ
い
て

は
、
す

で

に

い
く

つ
か

の
論

考

が
あ

る

の

で
、
こ
こ

で
は
詳
説

し
な

い
。

そ

の
論
拠

の
概

略

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

筆

者

(小
林

氏

)
も

ま
た

、
『南

方
草

木
状

』
は
少

な

く
と

も
稽
含

の
撰

で
は

あ
り
得

な

い
と
考

え

て

い
る
」
と

あ

る
。

そ

の
論

拠

は
、

(
イ
)
『階

書
』
経

籍
志

、
『旧

唐
書

』
経
籍

志

、

『
新

唐
書

』

芸

文

志

に

『
南

方
草

木

状
』

の
名

が
見

え

な

い
。

(
ロ
)
撰
者

と

さ

れ

る
稽

含
と
植
物

誌

の
接

点
が
な

い
。
(
ハ
)

六

世
紀
前

半

の
後
魏

に
成
立

し
た

『
斉

民

要
術

』

に

は

『
南
方

草

物
状

』

の
引

用

が

あ

る
。

ほ
と

ん
ど

の
記

述

は
今
本

『
草
木

状

』

と
同

一
で
な

い
。

(
二
)

「乞

力

伽
」

の
条

に
み
え

る
劉

渦
子

は
東
晋

末

(四
世

紀
末

-
五
世
紀

初

)

の
人
と

思
わ

れ
る
。

し

た
が

っ
て
、
西
晋

の
永

興
年

間

(三
〇

四

-
三
〇

六

)
ご

ろ

に
活

躍

し
た
稽

含

の

撰

で

は
あ
り

え
な

い
。
(
ホ
)
(略

)
。
問
題

は

(
ハ
)

で
あ

る
。

......
(中

略
ー

こ
の

間
、
論

者

に
よ

っ
て

『南

方
草

木
状

』
と

『
南
方

草
物

状

』
の
異
同
解

釈
、
混
同

の
錯

綜

が
見

ら
れ

る

こ
と
を

端
折

っ
て
紹
介

)

し

か
し
、
李

時
珍

の

『本

草
綱

目
』
に
は
、

た
だ

一
例

を
除

い
て

『
南
方

草
木

状
』

と

『南

方

草
物

状
』
の
混

同

は
な

い
。
そ

の

一

例

以
外

の

『
本
草

綱

目
』

所
引

の

『南

方

草

木

状

』

は
、

す

べ

て
今

本

『草

木

状

』

の
記
述

と

一
致

し

て

い
る
。

(
以
上

、
原
文

の
引

用

を
少

し
長

く
続

け
た

の

で
、

所

々
、
書

評
者

の
責

任

で
略

し
あ

る

い
は
約

め
た
)

こ
の
後
、
小

林
氏

は

「
『本

草
綱

目
』
所
引

の

『南

方

草

木

状
』
」

と

し

て
、

『
本
草

綱

目

』

の

『南

方
草

木
状

』
引

用
頻

度

を
示
す

た

め

の
、
か

な

り
膨

大

な

表

を
作

成

し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

「李

時
珍

の
評

価

と
操
作

」
と
し

て
、
「筆
者

(
小

林
氏

)
の
関

心

は
、
李

時
珍

が

『南

方
草

木
状

』

を

ど

の
よ
う

に
評
価

し
、

利
用

し
、

操
作

し

た
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か

に
あ

る
」

と
述

べ
て
、

さ
ら

に

「李
時

珍

は

『
南
方

草

木
状

』
に

よ

っ
て
、
次

の
よ

う

な
作
業

を

お

こ
な

っ
て

い
る
」

と
断

言

し
、

そ

れ
を

以

下

の
四
点

に
纏

め

て

い
る
。

a
.
『南

方
草

木

状
』
を
典
拠

に
、
新
付

の
薬

物

を
選

定

し
た

新
付
。

b
.
『
南
方

草
木

状

』
に
よ

っ
て
植

物

の
異
名

を
検

索

し

、
ま

た
命

名

の
由

来

を
検

証

し

た

釈
名

。

c
.
『
南
方

草
木

状

』
に
よ

っ
て
、
諸
家

の
誤

謬

を
正

し
た

正
誤
。

d
.
稽
含

『
南
方

草

木
状
』

こ
そ

信
ず

る
に

た

る
も

の
と

し
、
『
南
方
草

物
状

』
の
存
在

を
消

去

し
よ

う

と
し

た
i

操

作
。

そ
し

て
以
上

の
四
点

に

つ
い
て
さ
ら

に
詳

し

い
分
析

を

試

み

て

い
る
。

(紹

介
略

)

次

に
、

『
斉

民
要

術

』

か
ら
十
六
条

の
、

『証

類
』
(証
類

本

草
。
い
く
通

り
も

の
版

が

あ

る
が

こ
こ
で
は

一
一
〇
九

年
成
立

の
証
類

大
観
本
草

)

か

ら
若
干

の
、

そ
れ

ぞ

れ

『
南
方
草

物

状
』
引

用

を

挙
げ

て
、

李

時

珍

の
操
作

(
『
南

方

草
物

状

』
を
消

去

し
、
『南

方

草
木
状

』
名

に

一
本
化

し
た
上

で
、
そ

の
記

載

を
利
用

し
た
と

の
観
点

)

の
傍

証

を
試

み

て

い

る
。

そ
し

て
最
終

的

に
、

「
む

す
び

に
か

え

て
」

で

そ

れ

を
結

論

化

し
、

「…

…

こ

の
よ
う
な

絶
え
ざ

る
文

献
操

作

こ
そ
、

李
時

珍
本

草
学

の
本

領

で
は

な
か

っ
た

か
」

と

し

て

い
る
。

以
上

、
小
林
清

市
氏

の
、
『南

方

草
木
状

』
研

究

か
ら

発
展

し
た

、
李
時

珍

『
本
草

綱
目

』
編

纂
過

程

の
徹
底

的
批

判

に
は
敬

服

す
る

が
、

そ

れ

だ
け

で

『本

草
綱

目
』

そ

の
も

の
の
価

値
否

定

と
す

る

こ
と

が
も

し
あ
れ
ば

そ

れ

に
は
肯
定

し

な

い
。
『
南
方

草
木

状
』
関

係

以
外

に
も
、
伝

統
的

な
古

典

訓
古

学

・
古

典
注

釈
学

に
近

い
立

場

か
ら

、
李

時
珍

は
古
典

引

用

に
際

し

て
恣
意

な
改
竃

を

あ
え

て
行

っ
た
と

の
批
判

が
あ

る
が
、

一
方
、

よ

く
知

ら
れ

て

い
る
よ

う
に
書

の
構
成

や

記
載

の
仕

方
、

記
載
内

容
等

で
諸

改
革

を
断

行

し

て
、
科

学
史

上
、
古

代

的
本
草

学

か

ら
近

代
博

物

学

へ
の
進

展

に
大

い
に
寄

与

し
た

と

の

評

価

も
高

い
の

で
あ

る
。

第

2
部

『斉

民
要

術
』

の
世

界

こ

の
部

に

は
、
1

「
『斉

民
要

術
』
に
お

け

る

五

穀

と
五

木
」
、

2

「『
斉

民
要

術
』

に

み
る
醸

造

の
呪
術

」
、
3

「『
斉

民
要
術

』
の
求

め
た
味

」
、

お

よ
び

4

「
『
斉

民
要

術

』

の
な

か

の
家

畜

の

病

」
、

以
上

四
編

の
論

文

が
収

め
ら

れ

て

い
る

が

、

こ

の
、
後
魏

(西

暦
六

世
紀

中
頃

)
頁

思

総

編
著

の
農
書

『
斉

民
要

術

』

に
関

し

て
は
、

小
林

氏

が
本
来

、
京
都

大
学

農
学

部
林

学

科
を

卒

業

さ
れ
た
自
然

科

学
者

で
あ

り
、
上

記

、
京

都

大
学
文

学
部

へ
改

め

て
学

士

入
学

さ
れ

た
経

歴

に
関
連

し

て
、
共

同
研
究

と

の
関
連

は
あ

る

が
む

し
ろ
、
個

人
的

な
探

求
方

向
と

し

て
終
始

考

究

し

て

お
ら

れ
た

テ
ー

マ
で
あ

る
。

当

然

、

早

く

か
ら
着

手
さ

れ

て

い
て
、

本
書

に
は
収
録

さ
れ

て

い
な

い
が

「研
究

業
績

目
録

」
、
「解

説

」

に
よ

れ
ば
、

一
九

八

四
年

修
士

論
文

と

し

て
発

表

さ

れ
た

「虫

か
ら

見
た

『
斉
民

要
術

』
」
か
ら

始

ま

っ
て

い
る
。

さ
ら

に

一
九
九

七
年

の
最

後

の
業

績

が
上

記

4

「
『斉

民
要

術
』
の
な

か

の
家

畜

の
病

」
で
あ

り
、

そ

し

て
最
初

と
最

終

の
上
記

二
論
文

の
間

に
、
や

は
り
本
書

収
録

の
残

り

の
上
記

1
、
2
、

3

の
三
論

文

が
出

て

い
る

の
で
、

そ

れ
ら

を
通

じ

る
と

、
大
き

な

テ
ー

マ
の

一
つ
と

し

て

『斉

民
要

術

』

に
的

を
定

め

て
、
具
体

的

に

は
そ

の

都
度

サ
ブ

テ
ー

マ
を
変

え
な

が
ら
、

さ

ほ
ど
間

を

置

か
ず

に
考

究

を
纏

め
た

と
分

か
る
。

い
ず

れ
も
文

献
考
証

学
、

注
釈

学

の
手
法

で
資

料
文

献

を
綿

密

に
検

討

し

て

い
て
、
方
法

論

と

し

て
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表

1
五
木
五
穀

杏 禾
麦

桃 粟

李 黍

 

表

3

表

2
五
木
五
穀

寮
楊
禾

楡 黍

梶 大
豆

李 小
百

楊
荊
麻

杏 大
麦

桃 小
麦

柳楊稲

介 毛 保 羽 鱗 五
虫 虫 虫 虫 虫 虫

水 金 土 火 木 五
行

『
大
戴
礼
』
易
本
命
編

鮫
竜

こ
れ
が
長
為
り

鳳
鳳

こ
れ
が
長
為
り

聖
人

こ
れ
が
長
為
り

麟
麟

こ
れ
が
長
為
り

神
亀

こ
れ
が
長
為
り

鄭
玄
注

「月
令
」

高
誘
注

『呂
氏
春
秋
』

竜
蛇

の
属

竜

こ
れ
が
長
為
り
。
魚
属
。

飛
鳥

の
属

鳳

こ
れ
が
長
為
り

虎
豹

の
属
、
恒
に
浅
毛

頗
麟

こ
れ
が
長
為
り

狐
狢

の
属
、
施
毛
生
ず

虎

こ
れ
が
長
為
り

亀
竈

の
属

介

は
甲
な
り

は

四
論

同

一
で
、
参

照
他
文

献

の
範

囲
も

ほ
と

ん
ど
重

複

し

て

い
る
。
1

「
『斉

民
要

術
』
に

お

け

る
五
穀

と

五
木
」

が
、
他

の
三
論

と
比
較

し

て
サ
ブ

テ
ー

マ
の
基
本
性

の
ゆ
え

に
論

考
規

模

が
大

き

い

の
で
、

こ
の
論

文

を
当

部

四
論

の
代

表

と

み
な

し
、
内

容

を
や

や
詳
細

に
紹

介

し
評

す

る
。

1

『斉

民

要
術

』

に
お
け

る
五

穀

と
五
木

五
穀

と

五
木

(五
果

)

が
、
古

く

か
ら
想

定

さ

れ

て
来

た
五
行

概
念

と
繋

が

っ
て

い
る

こ
と

は
言

う

ま

で
も

な

い
が
、

実

際

に

は
た
や

す
く

五
行

に
、

ま
た
相
互

に
振

り
分

け
、

固
定

さ
れ

て
は

い
な

い
。
「
は
じ

め
に

」
に
言

う

よ
う

に
呪

術
的

思
考

も
介
在

し

て
い
る
。

イ
.
『斉

民
要

術
』
に

み
ら
れ

る
五

穀
と

五
木

の
相

関

当

論

で
は
小
林

氏

は

こ

の
相
関

を

ま
ず

「虫

を
介

し

て
両

者

の
関
係

を
説

く

も

の
」

で
捉

え

た
。

次

の
表

1
で
あ

る
。

こ

こ
で

い
う

「虫
」

は
現
代

の
昆
虫

概
念

と

は
全

く
異

な
り

、
高
等

動
物

の

こ
と

で
あ

る
。

次

い
で
、
「穀

の
母
胎

と
し

て

の
木

」
と
し

て
相

関
を

探

っ
た
。
表

2
で
あ

る
。

「虫

」
自
体

、
す
な

わ
ち
動
物

相

も
五

虫
分

類

に

よ

っ
て
五
行
体

系

に
組

み
入
れ

ら

れ

て

い
る

と

い
う

こ
と

で
、

『
大
戴

礼
』

『呂

氏
春

秋
』

十

二
紀

あ
る

い
は

そ
れ

を
継
承

し
た

『
礼

記
』
、
そ

れ
ぞ

れ

の
相

関

の
考

え
方
を

次

の
表

3

に
纏

め

て

い
る
。
五

虫
-

五
行

の
対
応

は
各

書

で
共

通

し

て
い
る
が

配
当
基

準

の
解
釈

は
書

に
よ

っ
て

や
や
異

な

っ
て
い
る

こ
と
が
分

か

る
。

五
虫

は
動
物

相

の
形
態

や
生

活
史

を

ふ
ま

え

た

上

で
分

類
基

準

と
し

て
働

い

て

い
る

の
で
、

優

れ
た
分
類
法

で
も
あ

っ
た
と
評
価

し

て
い
る
。

ま

た

『爾

雅
』

の
動

物
解

説

で
設
定

さ

れ

て

い

る

「釈

虫

」

(五

虫

に
含

ま

れ

な

い
小

動
物

)
、

「釈
魚

」

(五
虫

の
う
ち

の
鱗

虫

と
介

虫
)
、

「釈

鳥
」

(羽
虫

に
相

当

)
、
「釈

獣
」

「釈
畜

」

(
こ
の

二
篇

に
毛
虫

と

、
鄭

玄

の

い
う
保

虫

が
含

ま

れ

る
)
の
各

篇

は
、
『爾

雅
』
な
り

の
分
類

基

準

と

し

て

い
る
。

ロ
.
植
物

分
類

と

五
穀

と
五
木

前

述

の
よ
う

に
動
物

に

つ
い
て

は

『
爾

雅
』

の
篇
分

け

が
優

れ
た
分

類
基

準

に
な

っ
て

い
る

の
に
対

し
、
植

物

に

つ
い
て
は

『爾

雅

』
は

「釈

草

」
「釈
木

」
の
二
篇

に
分

け

て

い
る

の
み
、
別

資

料

で
も
例

え
ば

『山
海

経

』

で
竹

の
分
類

を

決

め
か
ね

て
混
乱

し

て
お
り

、
唐

『
芸
文

類

聚
』

に
至

っ
て
も
草

と
木

の
二
分
法

の
域

に
止

ま

っ

て

い
た

の
で
、
植
物

相

の
分
類

基
準

は
未

発

達

z6z



で
あ

っ
た
と
小

林
氏

は
述

べ
て

い
る

が

、

こ

の

結

論

は
少
し
速

断

に
過

ぎ

る

の
で
は

な

い
だ

ろ

う
か
。
「五
虫

は
動
物

相

の
形
態

や

生

活
史

を

ふ

ま

え
た
上

で
分

類
基

準

と

し

て
働

い

て

い
る

の

で
、
優

れ

た
分

類

法

で
も

あ

っ
た

」

と

す

る
な

ら
ば

、
植

物

に
関

す

る
他

の
世

界
、

「本

草
」

の

世

界

で
は

『芸

文
類

聚

』
と

同

じ
唐

代

、
『
新
修

本

草
』

が
植

物

品

目

を
草

部

、

木

部

、

果

部

、

菜

部
、
米
等

部

に
整
然

と
分

け

て

い

る

(草
部

は
抜

き

ん
出

て
種

類

多

く
変

化

に
富

む

の

で
、

さ
ら

に
上
品

上
下

、

中

品
上

下

、
下

品
上

下

・

計

六
篇

に
小
分

け

し

て

い
る
)
。
植

物

の
諸

相

を

五
行

に
配
当

す

る
基

準

を
、

異

な

る
資
料

で

の

各

々
独
自

の
考

え
方

を
整

理
し

て
統

一
的

に
見

い
だ
す

こ
と

は
困
難

な

よ

う

で
、
「…

…
植

物

は

も

と
よ
り
木

で
あ

る
。

木

で
あ

る
物

を

さ
ら

に

木

、
火
、
土

、
金

、
水

に
配

当

し

よ
う

と
す

れ

ば

、
無

理

の
生
ず

る

の
は
当
然

で
あ

る
」

と
結

論

し

て

い
る
。

五
穀
、

五

木

が
先

行

し

て

い
る

の
で
錯
綜

に
輪
を
掛

け

る

こ
と

に
も
な

る
。
「竹

」

を
独
自

の
篇
と

し

て

い
る
か

ど
う

か

で
植

物

分

類
基

準
発
達
程
度

の
尺
度

と

す

る
の

は
少

し
無

理

で
、
竹

は
温
度

と

水
分

が
共

に
充

分
保

証

さ

れ

る
処

で
の
み
生
育

す

る
植
物

だ

か
ら

、
北
部

か
ら
西
部

へ
か
け

て
基
本

的

に
小
雨
乾

燥

気
候

地

の
植
物

を
対
象

と
す

る
場
合

、
竹

は
存

在
感

が
な
く
、

意
識

さ

れ
難

い
。

ハ
.
五

穀

・
五
木

の
相

関

の
意
味
1

む

す
び

に
か
え

て

前

述

し
た
と

お

り
、
『斉

民
要

術
』
で
は
五
穀

と

五
木

が

「虫

を
介

し

て
」

ま
た

「穀

の
母
胎

と

し

て
」

対
応

し

て

い
る
。

そ
れ

ら

の
対

応

が

ど

の
よ
う

な
理

に
基

づ

い
て

い
る
か
、
他

の
資

料

で
同
様

の
対
応

を
探

り
、
『斉

民
要

術
』
と

の

関
連

を
考

え

て

い
る
。

ま
ず

『
師
暖

占
』
、

『爾

雅
翼

』
を

当

た

っ
て
、
前

者

は
該
当

記
載

の
量

が
、

後
者

は
独

創
的

に
過

ぎ

て
共

に
不
十

分

と

し
、

李
時

珍

は
五
穀

と

五
木

の
相
関

関
係

に
注

目

し
た
数

少

な

い
論

者

の

一
人
と

認

め
な
が

ら

も
、

「
『本
草

綱

目
』

で
は

「
『斉

民

要
術

』
の

い

う

五
木

に

つ
い
て
十

分

な
考
察

を
加

え
な

い
ま

ま

『素

問
』

の
五

果
説

を
流

用

し
、
そ

の
結
果

、

『素

問
』

の
五
果

に
含

ま
れ

な

い
柳

、
楊

、
楡

、

梶

な
ど

を
無
視

し

た
点

で
妥
当

性

を
欠

い
て
お

り

、

『素

問

』

に
拘

泥

す

る
あ

ま

り

『
斉

民
要

術
』

の
主

旨

か
ら
逸

脱

し

て
し

ま

っ
た
と
言

わ

ざ

る
を
得

な

い
」
と
手
厳

し

い
。
「五
穀

と
五

木

の
相

関

に

「虫

」
を
介

在

さ

せ
た

『
氾
勝

之
書

』
、

崔

宴

、

『雑
陰

陽
書

』
、

『師

暖
占

』

の
記
述

は
、

生

物
相

互

の
関
係

を

生
態

系

と
し

て
捉

え

た
も

の
と

し

て
注

目

さ

れ
、
『斉

民
要

術
』
も

そ

の
観

点

に
立

っ
て

い
る

の

で
、

記
載

さ
れ

て
い
る
播

種

、
育

成
、

除
草

、

除
虫

、
施

肥
な

ど
も

、
生

態

系

と

い
う
観

点

か
ら
捉

え

な
お
す

必
要

が
あ

る
」

と
結

ん

で

い
る
。

第

3
部

中

国
博

物
学

縦
覧

当

部

に
は
七
篇

の
論
文

が

発
表

さ
れ

た
年
次

順

か
ら
少

し
違

え

て
、
題

材

の
範
疇

別

に
三

つ

の
グ

ル
ー
プ

順

に
並

べ

て
収

め
ら

れ

て

い
る
。

以
下

、

そ

の
グ

ル
ー
プ

分
け

を
明

示
し
各

論
文

を
寸

解

す

る
。

A
.
始

め

三
篇

・
古

典
文

献

の
博

物
誌

的
検

討
。

言

う
ま

で
も

な

く
文
献

考
証

注
釈

手
法

。

1

「陸
疏

の
素
描

」

『
陸
疏

』
は

『毛

詩
草

木

鳥
獣
虫

魚

疏
』
の
略

称
。
『
陸
疏

』
の
詩

注

と

し

て
の
早
期

性
、
量

の

多

さ
、
名

物
学

と

し

て

の
質

の
高

さ

を
認

め

て

い
る
が

、
撰
者

お
よ
び

成

立
期

の
特
定

に
疑
問

が
残

る
と
す

る
。

ま

と

め

で
、
詩

中

の
生
物

の

同
定

、

異
名
蒐

集

、

分
類

、
生

態
把
握

に
秀

れ

た

生
物

誌

と
評
価

し

て

い
る
。

2

「虎

豹

を
食

う
怪

樹

の
話

」
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冒

頭
、
「中

国
哲
学

と
博

物

学
と

の
奇

妙
な

関

係
」

と
小
題

を
掲
げ

て
、
自

己

の
専
攻

、
基
本

の
注

釈
学

と
本

草
学

、
博

物

学

の
取

り
合

わ
せ

に

つ
い
て
述

懐

し

て

い
る
。
論

内
容

は

『
詩
経

』

に
登

場
す

る

「駁
」

(
は
く
、
駁

と

も
表

記
)

の

話

で
、
古

の
詩

注

二
大

権
威

、
『毛

伝

』
『
鄭
箋

』

で
駁

"
怪
獣

説

が
生

じ

た
が

、
想

定

が
突
飛

過

ぎ

、

『
陸
疏

』

(前

記

)

が
、
怪

獣

で
は
な
く
広

葉

樹

「梓

楡

」

(日
本

の

「
ま
ゆ

み
」
近

縁
種

)

の

こ
と

で
、

樹

皮

の
青

白

色

が
入

り

混

じ
り

、

遠

く
か

ら

は
馬

の
よ
う

に
見

え

る
と
、

妥
当

に

解
釈

し

た
と

説

明
し

て
い

る
。

3

「清
朝

考

証

学
派

の
博

物

学
ー

『爾

雅
』
釈

草

篇

注

を
手

掛

り

に
ー

」

一
八
世

紀

か

ら

一
九

世

紀

に

か
け

て
、
欧

米

主

導

で
博

物

学

が
世

界

的

に

近

代

化

し

つ

っ

あ

っ
た
時

期

に
、

膨
大

な

資

料

の
間

を
往
来

し

つ
つ
厳
密

な
校
定

と
詳
細

な
注
釈

に
専
念

す
る
、

古

い

ス
タ

イ

ル
を

か

た
く

な

な

ま

で
に
守

り
通

し
た

一
派

が
清

朝
考

証

学

派

で
あ

る
と

い
う

。

彼
等

は
動
植

物

、

つ
ま

り

「も

の
」

を
ど

の
よ

う
に
見

て

い
た

か
。
『爾

雅

』
釈
草

篇

の
歴
代

の

注
、

特

に
東

晋

・
郭

僕

と

清

・
郡

驚
行

の
そ
れ

に
焦

点

を
当

て
た

と
あ

る

。

B
.
次

の
三
篇

、
古

典

に
出

て
い
る

「昆
虫

」

の
検

討

。

つ
ま

り
今

の

「虫

」

の
話

に
な

る
。

4

「経

学
者

の
昆
虫

観
1

「螺
鼠

」
の
生
態

を

手
掛

り

に
し

て
ー

」

経

学
者

は
儒
教

の
経

典

を
遵
守

し

た
古

の
人

た

ち
。

研
究

方
法

論

で

は
前

記
、

清
朝

考
証

学

派

の
先

祖

筋

で
あ

る
。

「螺

嵐

」

と

い
う
昆
虫

(
ハ
チ

の
或
種

)
の
生
態

を

、
経
学

者

は
経
典

に

と

ら

わ
れ
把

握

で
き

な
か

っ
た
、

と

い
う

よ
り

こ

の
人

た
ち

に

「物

」

の
究

明

を
期
待

す

る

の

が
無

理
。
本
草
家

た

ち
は
人

に
よ
り
錯

誤

は
あ

っ

た

が
、
正

し

く
理

解

し
た

と
し

て

い
る
。

5

「魏

・晋

時
代

の
蝉
ー

美
化

さ
れ
た
背

景

を

探

る
ー

」

蝉

は
長

い
地
中

期

の
後
、
地

上

に
出

る
と
直

ち

に
脱
皮

し

、
美
翅

を
震

わ

せ
美
声

を
発

す

る
。

露

を
吸

う
だ

け

で
何
も

食

べ
な

い
。
そ

こ
で

こ

の
時
代

、

こ
と

に
尊

ば

れ

た

「清
廉

、

清

貧

」

の
象

徴

と
な

っ
て

い
た

。

6

「中

国
古

代

の
昆
虫

観
1

「蛾

」
を
手

掛

り

に
ー

」

「蛾

」
は

「タ

ガ

メ
」
も

し
く

は
そ

の
類

の
水

中

昆
虫

で
あ

る

が
、

そ

の
実
像

が
綴

ら

れ
る

の

は
西
晋

の
張
華

『博

物
志

』

以
降

の

こ
と
。

よ

り
古

い
時

代

に

は

「淫

気

か
ら
生

ま
れ

、
姿

形

は
見

え
ず

、

災

い
を
為

す
」
存

在

で
、

そ

の
寓

話

が

も

っ
ぱ

ら
訓
詰

伝

承
さ

れ
た

。
「政
治

が

そ

の
よ
う
な

物
語

を

必
要

と
し

て

い
た

の
で
あ

ろ

う
」

と
述

べ
て

い
る
。

C

.
最

後

の

一
篇

、
珍

し

く

「鳥

」

を
採

り

挙

げ

て

い
る
。

7

「雁

の

四
徳

に

つ
い
て
」

『
本
草

綱

目
』

の

「雁

に

四
徳
あ

り
」
に
依

っ

て

い
る
。
李

時
珍

の
説

明
、
几
帳
面

な

「渡

り

」

が
信

の
徳

、
序
列

正

し

い

「雁

行
」
が
礼

の
徳

、

と

こ
ろ
が
残

る
二

つ
、
「番

い
の
貞
節

」
が

節

の

徳

、
「夜

宿
時

の
交

代
警

戒

や
藍

を
く

わ
え

て
鳥

網

を
避

け

る
工
夫

」

が
智

の
徳

、

は
疑

問
視

し

て

い
る
。
李

時
珍

が
典

拠

を
明

示
し

て

い
な

い

と

の
指

摘

も
あ

る
。

お
わ
り
に

以
上
遺
さ
れ
た
業
績
は
、

一
つ
の
正
統
手
法

を
忠
実
に
履
行
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
道
を
力

強
く
切
り
開
い
て
ゆ
か
れ
た
学
究
の
真
摯
な
姿

勢
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
存
命
な
ら
更
に
更

に
す
ば
ら
し
い
研
究
を
続
け
ら
れ
た
に
違
い
な

い
。
惜
し
み
て
余
り
あ
る
急
逝
で
あ
る
。
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